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『Durbodhal6ka』 に つ い て

磯 田 煕 文

『Durbodha (-aloka)』(Toh No.3794, 0ta No.5192) は, HariPbhadra の

『Abhisamayalamkaropadesa-sastra Sphutartha』 に 対 す る復 注 の うち の1つ で

あ る が, <Abhisamaya>文 献 中 に 占 め る こ の 書 の 位 置 は 必 ず し も な お 明 ら か で

は な い。 そ こで, この解 明 の手 繋 りと して, 先 ず,『Durbodha』 八 章 (八現 観)

の各 章 毎 に引 用 され てい る経 論 を 検 索 し, そ の 引 用 の1, 2の 個 処 の文 脈 を通 し

て, .本書 の性 格 の一 端 を も伺 い た い。

先 ず, 著 者 名 につ い て確 か め て お きた い。Bu stonは, ま だ Shar 寺 に移 る前,

Khro. phu 寺 にお い て Haribhadra の 『Sphutartha』 に対 す る注 解 『Lun gi

sne ma』 を 書 い た と され るが1), .同書 は この 『Durbodha』 の著 者 をKu-1a-nta

と して い る2)。 しか し, これ よ りも後 の著 作 とい わ れ, 種 々問 題 をか かPえ た 『プ

トソの仏 教 史 』 の 目録 に よる と, <Gser glin pa, Chos kyi grags pa (Suvarl

padvlpa の, Dharmakirti)の お作 りに な った 『Rtogs dkabi snan ba(Dur

(ava)bodhaloka)』;Rin chen bzan poの 翻 訳>3)と 記 され てい る。 このKu-

13ntaと Dharmakirti を記 す2資 料 が, 少 くと も 『Durbodha』 の著 者 名 に2つ

の source のあ った こ とを 伝 えて い る。

Tson kha pa も, 同 じ く 『Sphutartha』 に対 す る注 解 『Gser hPhren』 に,

rDurbodha』 を 引 用す る場 合 に, Gser glin pa以 外 に, Rigs byin あ る い は,

Ku-lan-ta の名 前 を 用 い てい る4)。 た だ, サ クヤ 派 の Go rams pa は,『Sphu-

tartha』 の注 釈 者 の名 前 を挙 げ る際 に, <Gser glin pa, Prajnakaramati, Kulen-

ta, Ratnakirti 達 が 注解 を お 作 りに な った>5)と 述 べ て, Gser glin paとKulen-

taを 別 人 と して挙 げ てい るが, 前 二 者 に 従 う限 りこれ は誤 りで あ ろ う。 い ず れ

に せ よ, Bu-ston, Tson kha pa共 に, そ の『Sphutartha』 注 解 に よれ ば,『Dur-

bodha』 の著 者 を Gser-glin pa, Kulanta (Rigs-byin) と考 え てい た こ とが 知

られ る。 と ころ で, Atisa は 自著 で あ る 『Bodhimarga-pradipa-panjika』 に,

Gser glin pa の名 を 自身 の 師 と して6回 引 い て い るが, Dharmakirti な どの 名 前

を付 し て はい ない し, また, この 『Panjika』 に は,『Durbodha』 か ら の 直 接 の

引 用 と思 わ れ る文 も見 出 しえ な い6)。
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『Durbodhaloka』 について (101)

いず れ に せ よ, <チ ペ ッ ト大 蔵 経 目録>の デ ル ゲ, 北京 両 版 共 に 著 者 はChos

kyi grags dpal (Dharmaklrtisri) と し てい るが, この 名 前 は 異 名 の一 にす ぎず,

また, Atisa の 師 と して の人 物 と, rDurbodha』 の著 者 を結 び つ け る 名 称 は,

<Gser glin pa(Suvarnadvipaの)>の み で あ る。

次 に, 本 書 に引 か れ る経論 ほ とん ど韻 文 で あ るが-を 判 る限 り検 索 し,

あ る意 味 で の全 体 像 を 見 て お きた い。

1. PDbu ma la b jug pall (= Madhyamakavatara, IV, 79) (D. 142a3, P. 163

a5-s) Phdi nidl] (=IV) 4) (D142a4, P.163a6-7)

2. Bcom ldan hdas kyis; sans rgyas bcom Idan bsam mi khyab // sans

rgyas chos kyan bsam mi khyab // bsam mi khyab la dad rnams kyi //

rnam par smin pahan bsam mi khyab/ (D. 144a1, P. 165a6-7)

3-i, Tshad ma rnam hgrel mdsad pas (=Pra (mana)-va (rttika), IV, 108,

54) (D. 145a3-4, P. 166b3-4)

4-i, Hphags pa lhahi shal sna nas (= Catuhsataka, XII, 18) (D. 145a-,

P.166b5-6)

5. Me bshin gsegs pahi gsan babi mdoj (cf. Toh No. 47, 105a, Ota No.

760 (3), 119a8) (D. 147a7-b1, P. 169a5-6)

3-ii, /(D. 148a1-2, P. 169b) (= Pra, Va. I, 214)

6. PRnam par bad pahi rigs paj (= Vyakhyayukti, I, D. 30b, P. 33b5-6)

(D. 148b3, P.170b2-3)

7. PGser hod dam pall (= Suvarnaprabhasa II, 27ab) (D. 152b6, P. 175a)

8. slob dpon Phyogs kyi glan pohi shal sna nas (=Prajiaparamitapin-

dartha k. 57) (D. 153a1-b1, P.175b2-3)

9-i, 153b7-4a1, P. 176a4-5) (= Mahayanasutralamkara, IV, 1)

9-ii,『Mdo sde rgyan』(=IV, 2, 3a, b)(D158a7-b1, P.181a1-2)〔 以 上, 第1章 〕

1. PChos mason pad (cf. Abhidharmakosabhasya VI, 19b, c) (D. 206b, P.

234a3-4)

2-i, (D. 208b, P. 236b4-5) (=Pra, Va. 1, 7)

3. Re bar gnod phyir yarn dag par // gan shig smras gyur de Rid brdsun//

bden dan bden min don ci yin/gshan don byed gain de bden yin/ (D.

212a1-2, P.240a4-5)

2-ii, Rnam hgrel mdsad pas (=Pra, Va. III. 285) (D. 213a1-2, P. 241a5-s)
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(102)『Dutbodhaloka』 に つ い て

3. PMdo sdebi rgyanJ (= XII, 3) (D. 213a-, P. 241a-)

2-iii, Rnam hgrel mdsad pas,

rnam par rtog pa. gn.is po dus gcig min (D. 213b4, P. 241b8-2a)

2-iv, (D. 214b2-3, P. 243a2) (=Pra, Va. 1,35)

2-v, (D. 215a4-5 P. 243b) (=Pra. Va. I, 34)

2-vi, Rnam hgrel mdsad pas (= Pra. Va. III, 4) (D. 215a, P. 244a)

4-i, l Dbu mahi rgyan} (= Madhyamakalarnkara, k. 67) (D. 215a-bl, P.

244a)

4-ii, lDbu mahi rgyan j (= k, 83), rde nid (k. 84) (D. 215b6-, P. 244a-b2)

5. llDbu darn mthab rnam par hbyed paJ (= Madhyantavibhariga, II, 17)

(D, 216a, P. 244b2-3)

6. gan gis hdren pahi nes hbyun babi // dad pa bshon pa mchog yin no //

de bas dad pahi r jes hbran nid // blo ldan mi yis brten par gyis // dad

pa med pahi mi _rnams la // dkar poi chos rnams mi Skye ste // sa bon

me yis tshig pa la // myu gu srnon po ji bshin no/ (D. 216b6-, P. 245b2-3)

7. slob dpon Na-gar-dsu-nahi shal sna nas (= Mula-madhyamaka-karika,

XXV, 20) (D217a3, P.245b6)

8. stop nid don ni mi ses par // thos pa rnams la hjug byed ciri // gari dag

bsod nams mi byed pa // skyes bu tha sal de dag brlag / (D. 218a3, P.

246b8) 〔以 上, 第4章 〕

1-i, (D. 220b, P. 249b-) (=Abhidharmakosa, III, 73, 74)

2-i, Tshad ma rnam hgrel mdsad pas (=Pra. Va I, 221) (D. 222b3-4, P.

251b8-2a)

2ii, -(D. 223b, P. 252b8) (= Pra. Va. III, 247)

3. rnam rtog; hdi dag ran Rid ni // ma rig no bo Rid du rtogs // gan phyir

dari. gi rnam pa ni // phyihi no bor sgro btags b jug. (D. 226b, P. 256b2-3)

4. rnam pa tshad ma med phyir darn // mi (P. ma) rig phyir na cig (P.

gcig) sos min/ (D. 231a1, P. 261b1-2)

5. (D. 231a2, P. 261b2-3) (=Trimsika, k. 27)

6. (D. 231a3, P. 261b4-5) (= Pramanaviniscaya, 1, 38)

7. (D. 231a5, P. 261b) (=Yuktisastika, k. 19)

2-iii, (Pra. Va. I III,285) (D.231b1, P.262a3) 等 第4章2-ii.
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8. (D. 232a7, P. 263a3-4). (= Mahayanavimsika, k. 9)

9. llDbu mahi rgyanj (=k. 86) (D. 232b5-6, P. 263b)

10. PRnam hgrelf las; Ian hgah thabs ni rnam pa shig // dus kyan man du

hdi yis ni // bslabs pas de la yon tan dan // Res pa bsal bar gyur pa

yin/ (D. 232b6-, P. 263b)

11. /mya rnan hdas min mya nan hdas // b jig rten mgon gyis bstan pa. ni //

nam mkhah byas pahi mdud pa hdi (P. ni) // nam mkhah nid kyis

bkrol (P) dkrol) ba yin / (D. 233b5-6, P. 264b4)

1-ii, (D234b2-3, P. 265a8-b3) (= Abhidharmakosa, III, 21-24)

12. /sa brgyad rnam pa gnis bbrel darn //.gcig brgal son shin hoes nas ni

// ris mi mthun par gsum par hhro // thod rgal gyi ni snoms b jugyin/

(D.235b7, P.267a2)

13. rnam par rtog pa gsum gyis ni 11 legs pahi lam ni rnam gsum la / (D.

236b3, P.267b7-8) 〔以 上,第5章 〕

1. /ston pahi dam chos rnam gnis to // lun dan rtogs pahi bdag nid can//

hdsin dan de ni ston pa dan // bsgrub . par byed pa nid dag, go / (D. 243

a6, P.275a516) 〔以 上, 第6章 〕

1. /tshogs dari chos kyi sku dag darn // hgro bahi don ni mdsad pa yis //

sans rgyas thams cad mnam pa ste j/ sku tshe rigs dan tshad kyis (P.

kyi) min / (D. 250b8-la, P. 284a7-8)

2. lMtshan yari dag par br jod paJJ (Na-masamgiti) las / sans rgyas-sku

bnahi bdag nid can / (D. 251a4, P. 284b5-s)7

3. Tin ne bdsin gyi rgyal po ji (= Samadhira ja, XXXV, 5) (D. 252a2, P.

285bs-7)

4. sdug bsrial phyin (P. phyir) ci ldog blo dan // srid pa kun nas hchin

bahi rgyu // hgro ba gan la de med na // de ni skye bar hgyur ma yin/

(D. 252a, P.286a2)
5. lChos yan dag par sdud pahi mdoj] (Toh No. 238, Ota. No. 904) la,

gdul byahi lus ni chos kyi skuhi spyod yul. (D. 252a4-5, P. 286a)
66. Me bshin gsegs pahi gsan ba bstan paj (Toh No. 47 Ota No. 760

(3)) la sogs pahi mdo (D. 252a67-, P. 286a5-7)

7. sems can rnams kyi grol ba las // dgah bahi rgya mtsho gan yin to //
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(104) 『Durbodhaloka』 に つ い て

de Rid mthar thug ma yin nam//ro bral grol (P. groin) bas ci shig

bya/(D. 252b5-6, P. 286a-)

8. Santa-devahi shal sria nas (=Bodhicaryavatara, IX, 37-38) (D. 252b-

3a4, P287a2-4)

9.『Mdo sde rgyan』(=XI, 54) (D.253a3-4, P.287a7-8)〔 以 上, 第8章 〕

以 上 で, 出所 を未 だ 比定 しえ な い もの も含 め て, 所 引 の経 論 を ほぼ 網 羅 し えた

と思 わ れ るが, これ らの うち で, Dharmakirti の 引 用 が14回 と最 も多 い こ とが, 

著 者 の 異 名 の一一つ, Dharmakirti (-sri) と の関 わ りもあ り注 意 を 引 く。

次 に, <解 脱> <菩 提>に 関わ る 『Abhisamaya』 の偶, 及 び Haribhadra 注 に

対す る 『Durbodha』 の注 解 を追 う こ とに よっ て, そ の特 色 の一 端 を 伺 って み た

い。 『Abhisamaya』 第4章56～58偶 は, <得 菩 提>の 教 理 的 可 能 性 に 関 わ る議

論 を 説 くが, 先 ず, 知 慧 の 劣 った反 論 者 の側 か らの疑 問 の提 示 と して,

(修道で積 集 され る ところの) ものは離言 であって, (所対治 の) 損害 も, (能対 治

の) 増大 もあ りえない(と 『般若経に説かれ る, それな ら)修 (bhavana) とい う道

に よって何が損害 され, 何が得 られ ようか//56

と説 か れ る。 この詰 問 の 内容 を Gser glin pa は, Haribhadra の 言葉 を敷 衛 し

た形 で,

「も し煩悩が 自性上空性 の性質 であるな ら, そ の(煩 悩)は 存在 しないのであ るか ら

修習 して何になろ う, また, 真実に 自性があ るな ら, その 自性を他に変え ることはで き

ないか ら, この場合 にも修習が何 になろ うか。 いずれに して も, 決択の支分な どとして

の修道 は無意 味である, と考 える……」8)

と云 い, また, この 様 な 劣 慧 の 人達 は,

「決択の支分な どの道は, 世俗上有 るので あって, 因果関係 として適合す る次第 (anu-

purva) を理 解 しない人 々」9)

で あ るが, これ に対 す る応 答 は次4)様 に説 か れ る:

菩提 と同様 に, この (修道) は楽われ る目的 (菩提) を完成せ しめ る。菩提は真如

を特相 と し, そ の (真如) は, また, その (修道の) 特相であ ると認め られ る//57//

「真実には修道はないか ら, 修道は何 ら添加 され るべ きもの (atisayadhana) で は な

いが, 世俗上修道を説 く場合 に, 聞などが可能 である, つ ま り, 真実 には修習 とその 目

的 ・所作 によって煩悩を払拭 し菩提を生起す るとい う特性が ない ことは事実であ るが,

そ うでは あっても, 喩伽者 の世俗上, 事物が あ り, 従 って修 習もあ る。だか ら, 菩提の

あるが如 くに修道 が (目的 ・菩 提をン完 成 してい くうちで, 煩 悩は客塵で あるか ら, 前

説 のよ うな過失 はない。従 って, そ の(煩 悩)を 払拭す る場合 に能対治(修 道九品)が
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『Durbodhaloka』 につい て (105)

生ず るこ とも矛盾 ではない。」10)

と して, 前掲 の第4章, 2-ii, 3を 引 く。

次 に また, 反 論 者 か らの論 難 と して,

初発心 は菩提 に結 びつか ない, 最後発心に も (菩提は結びつかない)//58a, b

即 ち, 菩 提(の 完成)は 前 あ る い は 後 に 生ず る心 と結 び つ くの か, 同時 に多 数

の 心が 集 まっ て あ る のか, 次 第 に 生 ず る心 が 菩 提 の因 であ る のか, を 検 討 し, い

ず れ も否 定 され る か ら菩 提 の 完成 が な い11),

とい われ る の に対 して,

(般若経 に) 燈 の比喩 のあ り方に よって (説かれ る様に, 菩提の完成はあ り), (その)

甚深の法性 は八種 である58c, d

『般若経 』には, 火芯は燈火の最初の出会いに よって燃え るので も, 最初 の炎 に依 ら

ずに燃 えるのでもない…, しか も, そ の火芯は燃え る。同様に, 初発心に よって菩薩

は無上正等菩提を現等覚す るので もな く, 初発心に依止 しないで現等覚す るので もない

……, しか も, 無上正等菩提を現等覚す るで もあろ う

と説 か れ るが, 『Durbodha』 は Haribhadra 注 に 言葉 を補 い, 云 い 換 え つ つ 注

解 を進 め る:

「縁性を 自性 とす る縁起 の法性(因 と縁 に依存 して生 じた 自性)を もって, この燈火 と

火芯 ・能焼 と所焼 の二者が会い (う るその) 刹那に観待 し(そ れが因 となって) 考 察さ

れ ない限 り好 ま しい こと として(世 俗上)因 と果の結びつ きの力 によって, その(初 刹

那)が 引き起 こ した, 添加 の能 力を持つ(特 定 の増益 の力 ・焼 くこ とのできる特性の)第

二刹那(第 三刹那)が 生ず る場合に, その時に, 無因の ものが滅 して も(因 の刹那が

自性上滅 しても), 因果 の順序の様 に, 同時 に(秤 杵の高低の様に)生 じ, 滅 す る, そ

れを所縁 とす ることによって, 能焼 と所焼(の 関係)が 有 るのであ る。

先 の刹那 の様 に, 菩提を成就せ しめ る若干の事項(八 現観の特相あ るいは念処 な どの

特相)の 顕現す る前識 に依止 して(縁 性を専 ら自性 とす る縁起の法性を世俗上 因 とな し

て), そ の場合 に, 顕現 の対象(眼 識な どの境 ・所取な どの所対治分の特相 とし て決 定

している境)を 遠離す る, 非常 に殊勝な対象(能 対治の特相)を 顕現す る後 の識が生 じ

て, 菩提を得 る理(煩 悩 とそ の習気を断ず ることが合理)で あ る。」124

とい う。『Durbodha』 は, こ の様 な 議論 の過 程 で, 前掲 の 第4章, 2-iv5ま で

引 き,「 真実 には因 と果 としてあ りえないが, 世俗上, 菩提が説かれ るのであ る,」13)とい

い, そ の説 く方 軌 は 『中観 荘 厳 論 』 に ま った く一 致 す る。

次 に, 『Abhisamaya』 第5章 第20偶 に は,

他 の人 々が, 諸法は実在であ ると主 張す る一 方, 世尊は所知 障を滅 し尽 くしてい る
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という, これはありえない希有のことであると私はみなす、20//

と説かれ, この掲に対す る Haribhadra の注解は, 所謂, <外界実在論>か ら<中

観>へ とい う教判的な修習段階を要約して述べているが, このことはすでに指摘

された141。『Durbodha』 もこの<無 我観>の 修習階梯 としての理解を踏襲してい

う。 しかし, 共に, 所謂<四 鍮 伽地>15)の如き明確な段階区分を採 ってはいない。

今,『Durbodha』 に随ってその要旨を追えば,

1) 生と滅は空であるから, 世俗上も兎角 と同様に, 常住, ア トマ ソ, また自

在神などは存在しないと考える人 (yogin) は, 分別的な (abhisamskarika)

有身見がアー トマソの依持であるから (そのアー トマンが) あると見ることに

すべての依持の頂点があるから, それを払拭する金剛結跡朕坐などによって修

習を始めるのである。

彼 (yogin) は, <ア ー トマソはないが, 親などとしてのみある>と い う 外

の仏教者 の定説に基づいて, 分別されたアー トマソへの執着を捨てて, 縁起

生であ り, 生滅を属性 とするものを所縁とする。即ち, 世俗上, 生滅の属性が

あることは世間に周知であるか ら, その倶生 (sahaja) の有身見の依持を所縁

とする。

2. この倶生の有身見の依持 としての親などを払拭するために, 所謂, 青 とその

知が同時に認識されることが定まっていることによって, このすべてが唯心で

ある。即ち, <外界の対象は無感覚であって, 顕現は不可能であるか ら, 存在

しない>と 認識 して, 外界がなければそれを能取することが不合理であるにも

かかわらず, 生の最初か らの連続的な積重とそめ習気を持った自心不二の形象

に, (なお) 能取の形象を執着している (yogin) は, 前と同様, 外界の対象を

所縁とすることが不合理であるか ら, その対象への執着を払拭する。

3) その後に, また無形象の知は対象を能取することが不合理である。所取がな

ければ能取はないと定んで考えられる。その後に,『唯識三十頽』27偶 に説か

れる様に, 所取の形象の性質 も唯心であ り, 現前に分別された形象も唯心 とい

うことになると不合理であるか ら, 能取の形象を性質とする Vijnapti-matra 自

体も捨て去 られて, 結局, 所取 ・能取は空であ り, 決択分の識のみが, アー ト

マソなどの能取を離れ, 不二を本性とする自証として存在する, と決定する。

4) その後に,『六十頬如理論』19偏 に説かれる様に, この識のみも心心所の集

まりか ら生じた ものであるか ら, 幻の様に本体がないものである。自証として

あるものであるか ら否定され得ないけれども, 因と果の本性として不適である
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か ら空であ り, 真実として専ら有 ・非有 ・その二者 ・非二者 とい う分別判断の

本性が捨て去 られていると修習し,『量評釈』III.285傷 に説かれる様に, 修習

の最勝究寛の段階においては, 丁度異生の人々の宝珠や銀や鏡などの映像の知

が<一 ・多などとして空>で あって, かつ明瞭に顕われる様に, 所取などすべ

てを離れ, 無明を離れた, 欺くことのない自証がどの様にでもあれ生 じた時に,

所知障は捨て去 られる16)。

更に, 次の21傷 は, 他の論書にも龍樹の作 として引かれているが17),

ここに, 取除かれるべき何ものもなく, 増加されるべき何ものもない。真実を正し

く見る, 真実を見て, 解脱する21//

と述べられるもので,『Durbodha』 はこの偶に対する復注を次の様に結んでいる。

「我々の主張分に従えば, 一切法は如幻であり, 従って, 煩悩などの幻を道の

幻をもって滅するのであるか ら, 真実の存在に触れる所対治と能対治たるもの

はない, それ故に, 我々に<解 説があ りえない>と い う過失はない, との意趣

である。」18)

と こ ろ で, サ クヤ派 の G-yag ston (G-yag phrug Sans rgyas dpal) (13502-

1414) は, そ の 《Abhisamaya 注 解 》 に お い て, 中観 派 の<世 俗 言 説 に関 す る建

立>の 面 か ら Mdo-sde spyod pa, Rnal hbyor spyod pabi dbu ma pa, Hjig

rten grags sde spyod pahi dbu ma pa に分 け, 更 に 前 二 派 を Svatantrika (一

切 法 を 非 真 実 で 如 幻 な りと主張), 後 者 (一切 法 々真 実 と して有 る ・無 し と 如 何

な る命 題 も立 て な い) を Prasangika に 配 当す る19)。

今, しば ら く この分 類 に従 えば,『Durbodha』 は, これ まで見 て きた と ころか

ら, 前 者 に 属す る とい うこ とが で きる。
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